
第 1 問 

1 2 3 4 5 6 

④ ② ④ ④ ③ ③ 

 

第 2 問 

7・8 9・10 11・12 13・14 15・16 17・18 

③・② ⑤・① ②・③ ④・② ⑥・① ⑥・⑤ 

a.  ③・②（She thought the mistake was the last one she wanted to see happen.） 

b.  ⑤・①（Most students can answer almost all the questions with no difficulty.） 

c.  ②・③（So beautiful a view was it that I stood in awe for several minutes.） 

d.  ④・②（Her advice turned out to be of considerable help as the project progressed.） 

e.  ⑥・①（I like the way jokes help ease the tension.） 

f.  ⑥・⑤（The choices we make have a lot to do with the outcome.） 

 

第 3 問 

19 20 21 22 23 24 

③ ③ ② ④ ④ ② 

25 26 27 28 29 

③ ③ ③ ⑤ ① 

 

第 4 問 

30 

⑤ ⑥ ⑩ ⑫ 

31 32 33 34 35 36 

③ ③ ② ③ ④ ① 

 

C  緊急時に子供を職場に連れてくることができるという選択肢があると，親や保護者は安心感を得られるのです。 

  



 

 

～講師～ 

第 1 問：例年は語句の意味を考える問いばかりが出題されていたが、今年は文法系統の出題も増えていた。知識的

に難問・奇問の類いの出題はないので、しっかりと得点したい。 

第 2 問：日本語リード文なしの形の整序問題。文脈や語群からストーリーメイクをして、正確な英文を作る力が問

われている。a. 知覚動詞の語法と目的格関係代名詞の省略、b. most / almost の使い分け、c. so 形・副 that

構文の倒置、so 形容詞 a 名詞の語順、d. of＋抽象名詞、considerable の用法、e. the way S’ V’ ～、help (to) 

do ～、f. 目的格関係代名詞の省略、have a lot to do with ～のイディオムがそれぞれの問題の焦点であった。

どの問題も、2 点以上の文法的・構文的視点が盛り込まれた問題で、処理の速度と精度に差がつきそうな大問

と言える。 

第 3 問：NBC NEWS の 2024 年 8 月 18 日付の記事 Brain scans of some unresponsive hospital patients show detectable 

activity が出典元で、「身体反応を示さない昏睡患者の脳内レベルの意識」についての英文であった。内容一

致と空所補充問題で主に問いが構成されていた。英文も読みやすく、問いの文言もしっかりとしていたので、

該当箇所を見つけやすかったはずである。 

第 4 問：「育児支援として従業員が職場に子供を連れてくることを許す制度」について論じた英文であった。和訳問

題では、無生物主語の 5 文型の訳出が問われた。英文としては語彙レベルも高くなく、論旨も明確なものだ

った。 

 

例年と出題傾向に変化はなかった。昨年度は長文問題 2 題を合わせても 1100 語程度であったが、本年度は 1700

語弱と、分量が増えた。（今年度は、各長文末尾にワード数表記があった）分量が増えたものの、設問は扱いやすい

レベルだったので、合格最低点に影響が出るほどではないと思われる。合格には 70％以上を目指したい。 

 


